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【取組の内容】 

１ 取組事例名 

小学校の余裕教室の活用による県立特別支援学校分校開設に向けた取組 

    

２ 取組期間 

平成 30 年 5 月 「愛媛県立新居浜特別支援学校分校の開設に係る基本協定」の締結 

平成 33 年 4 月 分校開校（予定） 

    

３ 取組概要 

四国中央市立三島小学校の余裕教室・空き教室を活用して、愛媛県立新居浜特別支援学校分校を平成 33 年

4 月に開設するため、「愛媛県立新居浜特別支援学校分校の開設に係る基本協定」を愛媛県と四国中央市の

間で締結した。（基本協定締結日 平成 30 年 5 月 1日） 

    

４ 背景・目的 

四国中央市から愛媛県立新居浜特別支援学校へ通学する児童生徒は、平成 30 年 5 月 1 日現在で 114 名とな

っている。大半の児童生徒は、当市から一番近く、隣市にある愛媛県立新居浜特別支援学校へ最大約 1 時間

30 分かけてバス通学をしている。四国中央市としては、児童生徒や保護者の通学負担を軽減するため、愛

媛県としては、県立新居浜特別支援学校に通学する児童生徒の増加に伴う教室不足の狭隘化対策が必要であ

ったことにより、市内小学校の余裕教室・空き教室を活用し、愛媛県立新居浜特別支援学校分校を開設する

運びとなった。 
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５ 取組の具体的内容 

    ←←←←    愛媛県新居浜特別支援学校（本校）愛媛県新居浜特別支援学校（本校）愛媛県新居浜特別支援学校（本校）愛媛県新居浜特別支援学校（本校）    

■基本協定の内容■基本協定の内容■基本協定の内容■基本協定の内容    

① 四国中央市は四国中央市立三島小学校東校舎の一部を県に無償貸与し、県は県立新居浜特別支援学校分

校を開設する。 

② 分校の学部は小・中学部で、対象は知的障がいとする。 

③ 四国中央市は校舎の改修工事を実施し、県は分校部分の改修工事費の２分の１を負担する。 

④ 分校の開設は、平成 33 年４月とする。 

■新居浜特別支援学校分校のイメージ■新居浜特別支援学校分校のイメージ■新居浜特別支援学校分校のイメージ■新居浜特別支援学校分校のイメージ    

    

■今後の予定今後の予定今後の予定今後の予定    

 基本協定の締結後、三島小学校と特別支援学校分校の両校が誇れるような学校づくりに取り組むために、

施設整備や学校の運営などについてＰＴＡと連携・情報共有を図りながら、分校の開校に向けた準備を進め

たいと考えている。 

平成 30 年 5 月 基本協定の締結 

平成 30 年度 設計業務 

平成 31 年度～32 年度 三島小学校及び特別支援学校分校 改修工事 

平成 33 年 4 月 新居浜特別支援学校分校の開校 
 

 

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

市立小学校の敷地内に県立の特別支援学校が開設されることで、同一敷地内に市立と県立という異なる学校

が２校存在することとなる。市立学校の余裕教室を活用した県立特別支援学校分校の開設は全国では見受け

られる事例ではあるが、県内では初めての取組となる。 

 

（緑色部分） 
四国中央市立三島小学校 

（赤色部分） 
愛媛県立新居浜特別支援学校分校 
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７ 取組の効果・費用 

（事業の見込まれる効果） 

・県立新居浜特別支援学校へ通学する児童生徒や保護者の通学負担の軽減 

・県立新居浜特別支援学校本校の児童生徒増加に伴う教室不足の狭隘化対策 

・インクルーシブ教育システム構築による特別支援教育の推進 

特別支援学校分校に通学する児童生徒は、自分の生まれ育ったまちで学校生活を送ることができ、地域や

地元住民と関わり合いながら生活することができる。 

・障がい者理解の推進 

地元に特別支援学校分校ができることで、障がい者理解が進むものと考えている。 

・少子化による余裕教室・空き教室の有効活用 

（費用） 

  未定 

 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

（課題） 

・学齢期を過ぎた後、就労支援に繋がる取組が必要と思われる。 

  「誰もが一緒にいて当たり前」という共生社会の実現に向け、分校の開設だけでなく、学齢期を過ぎた

後、支援の必要な方が自分の生まれ育ったまちで一生涯過ごすことができるよう、就労支援など様々な

施策や取組が必要と思われる。 

・三島小学校と特別支援学校分校の両校が誇れるような学校づくりが必要である。 

  同一敷地内に２つの学校が共存することになるので、両校の児童生徒や保護者が「この学校で良かった」

と思えるような学校づくりに取り組む必要がある。 

 

 

９ 今後の予定・構想 

基本協定締結後、実施協定や学校間のルールづくりなど必要と思われる契約等を、学校や保護者などの協力

を得ながら、県と締結しなければならないと考えている。 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

県は、県立新居浜特別支援学校に通学する児童生徒の増加によって教室不足となり、狭隘化対策が必要であ

ったこと、また、当市では予てから児童生徒の通学負担の軽減を県へ要望しており、特別支援学校に係る課

題の解決に向けて、県・市相互の条件や時期が一致したことで誘致が実現したと考える。 

 

１１ 取組について記載したホームページ 

・なし 
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